
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 宮城 】 

１実践テーマ 【 Ⅰ Ⅴ 】  

２実施対象者 宮城県気仙沼市立面瀬中学校  

１，２年生１００名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（保健体育，音楽） 

② 行事名（視聴覚障害陸上競技選手講演会） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

障害者スポーツで活躍するアスリートの方から体験談を聞くこ

とを通して，困難に負けない強い気持ちと努力することの大切さを

学ぶ。また，生涯にわたってスポーツを楽しもうとする心情を育て

る。 

５ 取組内容 実践内容 

① 保健体育科において 

 ・オリンピック，パラリンピックの歴史について学ぶとともに，

気仙沼市出身のオリンピアン，パラリンピアンの活躍と努力につ

いて学び，自らの生活に生かした。 

② 音楽科において 

・文化祭と卒業式で長野オリンピックで歌われた「旅立ちの時」

を合唱する。授業の中で「ＨＯＰＥ＆ＬＥＧＡＣＹ」の理念につ

いて学んだ。 

③ 学校行事において 

 ・佐藤誠喜氏（視聴覚障害陸上競技選手。2011 年トルコ世界選

手権マイルリレー銅メダル。現在はやり投げで 2020 東京パラ

リンピック出場を目指し活躍中）による講演 

 
   佐藤氏の講演      視覚障害者用時計を見る生徒 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育

成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 
    伴奏者体験       文化祭での「旅立ちの時」合唱 

事後学習 

① 保健体育において 

・保健体育科教諭がフェンシング経験者だったこともあり，モス

クワオリンピックのフェンシング代表だった千田健一氏や息子の

健太氏，菅原智恵子氏の活躍等を紹介し，気仙沼地方からも世界

的に活躍している多くの選手が輩出されていることを学んだ。自

分も日本代表を目指すという生徒もおり，2020 東京オリンピッ

ク・パラリンピックに向けて機運が盛り上がっている。 

・東京オリンピック招致に活躍した谷（旧姓佐藤）真海氏の担任

が職員におり，中学校時代の活動の様子等を聞くことができた。 

② 学校行事において 

・佐藤氏の講演会の後，学級毎に感想を述べ合い，多くの生徒が

障害に負けず努力することの大切さや夢を持ち続けること，周り

の人に感謝すること等を学ぶことができたと発表していた。 

６ 主な成果 

 

・オリンピック・パラリンピックへの興味関心がより高まった。 

・講演を聴いて，佐藤氏のこれまでの経歴や様々な苦難を乗り越え

てきたことや視力を失って多くのものを失ったが，逆に得たもの

も大きかったことなどをお聞きし，夢を持つことや努力すること，

諦めないことの大切さなどを学ぶことができた。 

・世界で活躍するには語学力が必要であることに気付き，英語学習

への意欲が高まった。 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

講師の方が全盲ということで，校舎や会場の配置や準備物等を直

接電話で打合せを行ったほか，マネージメント会社ともメールや

電話で綿密な打合せを行った。 

 

８主な課題等 ・保健体育科，音楽科以外でもオリンピック・パラリンピックに

ついての関心を高める授業を工夫する必要がある。 

・年間指導計画の中にしっかりと位置づけする。 

・講師等の依頼やスケジュール調整。 

９来年度以降

の実施予定 

・多くの教科でオリンピック・パラリンピックの歴史や意義につい

て学習するカリキュラムを作成する。 

 

 


